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江南市まちづくり会議（分野別会議） 議事要旨 
 

会 議 名 平成 26 年度第 2回 第 4分科会（教育分野） 

日 時 平成 26 年 10 月 24 日（金）  午後 4時 52 分～午後 6時 54分 

場 所 江南市防災センター 2階 研修室 3 

出席

者 

市民 
委員 

梶田 福好、川口 邦彦、柴田 煕、森崎 芳子、丸井 ささぐ、水野 勲 

市職員 武馬 健之、天野 功、高田 裕子、伊藤 健司 

傍 聴 者 なし 

議 題 

１．前回の議事要旨について 

２．前回の会議の報告事項について 

３．戦略計画達成状況報告書（まちづくり評価シート）について 

資 料 第１回江南市まちづくり会議 議事要旨 

 

◆ 会 議 結 果 ◆ 

１．前回の議事要旨について 

 ・事務局より、前回のまちづくり会議について、議事要旨の説明がありました。 

２．前回の会議の報告事項について 

 ・体力テストの内容についての質問に対し、握力・上体おこし・反復横とび・持久走・50メートル走・

立ち幅跳び・ボール投げ・長座体前屈などを行っているとの説明がありました。 

 ・大口町に江南市で行っている土曜塾的なものがあるのではないかとの質問に対し、江南市と同様の

事業はないが、生涯学習の関係で、学校支援地域本部事業を立ち上げ、地域・家庭・学校が一体と

なって子どもを育てていく体制を取っているとの説明がありました。 

 ・学校評議員会の具体的な内容についての質問に対し、学校における経営方針や目標、学校と家庭や

地域社会の連携、不登校を減らす取組や今後の教育活動の推進に向けて、意見交換の場で様々な意

見をいただいているとの説明がありました。 

３．戦略計画達成状況報告書（まちづくり評価シート）について 

〔柱３〕 生涯を通して能力を伸ばし、活かせる機会づくり 

・資料４に基づき、委員（生涯学習課長、生涯学習課統括幹）より説明がありました。 

〔全体目標〕 市民が生涯にわたって学習し、その能力を発揮する環境が整っている 

・現役世代の参加率が悪いということだが、親子で取り組めるような活動をもっと推進していく必要

があるとの意見がありました。 

・高齢者の「生きがい」について、知識やパワーを持った方がたくさんみえるので、それらを活用し

て地域に貢献していくことができるような活動を推進していくべきであるとの意見がありました。 

〔個別目標①〕 市民が、自発的な学習活動を展開し、生きがいをもった生活を送っている 

・図書の貸出点数について、他の市町についてはどうかとの質問があり、犬山市 6.4、扶桑町 10.0、

大口町 9.7、一宮市 8.0、小牧市 6.7、岩倉市 5,7 で、江南市は 4.0 で近隣市町の中では最下位であ

るとの説明がありました。この説明に対し、達成状況が晴れマークになっているのは目標値の設定

に問題があるのではないかとの意見がありました。また、昨年度のまちづくり会議でも話題になっ

たが、現在の図書館は建て替えも含めてどのような方向性で進んでいるのかとの質問があり、議会
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において図書館問題特別委員会が 4月に設置され、今までに 5回の会議を開催している。その会議

の中でこれからのあり方について議論されており、その意見を参考に今後の図書館について考えて

いくとの説明がありました。 

〔個別目標②〕 市民が身近にスポーツを楽しみ、なれ親しんでいる 

・体育館の建設はどうなっているかとの質問があり、2 年前から新体育館検討委員会を組織し、その

中で基本計画書を作成し、今年度は基本設計の段階に入っている。来年度は実施設計となり、その

後建設工事に入っていく。工事期間は 2 年を予定しており、平成 30 年度に開館を予定していると

の説明がありました。 

・屋外のスポーツが実施できるような施設が江南市にはあるのかとの質問があり、蘇南公園にはパー

クゴルフができる施設があるとの説明がありました。また、グランドゴルフはすいとぴあの河川敷

や市内のグランドなど様々な場所で実施されているとの説明がありました。また、新しい事業とし

て小さな子どもから老人までを対象とし、少しでも体を動かして健康になってもらうということを

目的とした、総合型地域スポーツクラブの実施を予定しており、スポーツに限らず文化的な内容も

取り入れたクラブにしていきたいとの説明がありました。 

〔個別目標③〕 男女が社会のあらゆる分野で対等なパートナーとして参画し、共にその責任を分か

ち合っている 

・どのような講演・セミナーを実施したのかとの質問があり、ハッピーライフ講座・パパ力アップ講

座、また男女共同参画のつどいにおいて「笑いとともに家庭円満」、男女共同参画講演会において

「楽しく欲張って生きる」という内容で講演会を行ったとの説明がありました。 

・男女共同参画の実績値について、晴れマークではあるが年々実績値が下がってきているので、同じ

晴れマークでも随分意味が違う。意識が高まるような活動をしていかなければならない。女性がも

っと進出できるような機会やきっかけを与えてあげるとよいのではないかとの意見がありました。

また、男性の意識は高まってきていると思われるとの意見もありました。 

〔柱４〕 豊かな、創造性ある文化・交流活動の充実 

・資料４に基づき、委員（生涯学習課長）より説明がありました。 

〔全体目標〕 市民の文化活動や国内外の交流活動が活発に行われ、心豊かな生活を送っている 

・文化活動や交流活動により心豊かな生活を送っていると感じる市民の割合の指標の計り方について

の質問があり、市民満足度調査により 1,800 人を抽出し、回収率 45.8%のアンケートの中の該当項

目から数字を拾っているとの説明がありました。 

〔個別目標②〕 郷土の歴史・文化が正しく理解され、郷土に対する愛着や誇りをもっている 

・市内には自然が豊かな土地がある。その自然をアピールしていくような活動が生涯学習課では必要

であるとの意見がありました。 

・歴史教室の内容についての質問があり、希望した中学生が生駒屋敷や曼陀羅寺等を歴史民俗資料館

の館長の案内で回る事業であるとの説明がありました。 

〔個別目標③〕 世界平和の重要性が認識され、在住外国人も安心して暮らしている 

・市内にはどれぐらいの外国の方が在住しているのかとの質問があり、26 年 4 月末で男性が 621 人、

女性が 862 人で、世帯数 669 世帯、34 ヶ国の方が在住しているとの説明がありました。 

・江南市は国際交流が盛んであり、それを活かして子どもたちが国際・多文化共生を理解していける

ようになるとよいのではないかとの意見がありました。 


